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【 手 続 補 正 書 】
【 提 出 日 】 平 成 17年 11月 16日 (2005.11.16)
【 手 続 補 正 １ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ０ ６
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
　 　 　 【 ０ ０ ０ ６ 】
　 　 【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
　 し か し な が ら 上 述 の 従 来 例 に お い て 、 特 に 相 手 側 の 挿 込 接 続 端 子 が 接 続 部 １ 内 に 斜 め 方
向 か ら 挿 入 さ れ る 場 合 な ど に 、 挿 込 接 続 端 子 の 先 端 が 当 接 す る 可 動 接 触 片 ７ の 逆 山 形 の 斜
面 と の 間 の 摩 擦 力 が 、 可 動 接 触 片 ７ を 長 手 方 向 に 押 し 縮 め る よ う に 作 用 し 、 可 動 接 触 片 ７
の 斜 面 の 傾 斜 を 増 加 さ せ る 。 従 っ て 、 摩 擦 力 が 更 に 増 大 し 、 挿 込 接 続 端 子 の 円 滑 な 挿 入 が
困 難 と な り 、 可 動 接 触 片 ７ 座 屈 さ せ る 虞 れ が あ る 。
【 手 続 補 正 ２ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ １ ２
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ １ ２ 】
　 上 片 １ ８ ａ の 基 部 に は 取 付 孔 １ ８ ｄ が 設 け ら れ て お り 、 こ の 取 付 孔 １ ８ ｄ に は 下 片 １ ８
ｂ の 先 端 の 先 細 の 自 由 端 １ ８ ｅ が 嵌 入 可 能 に さ れ て い る 。 ま た 、 上 片 １ ８ ａ か ら 自 由 端 １
８ ｅ と 反 対 側 の 前 方 に 延 在 さ れ た 先 端 部 １ ８ ｆ は 、 内 側 に 円 弧 状 に 折 曲 さ れ て ガ イ ド 部 と
さ れ て お り 、 常 時 は 自 由 端 １ ８ ｅ は 常 時 は こ の 先 端 部 １ ８ ｆ の 内 側 に 位 置 し て い る 。 更 に
、 下 片 １ ８ ｂ の 両 側 に は 翼 部 １ ８ ｇ が 突 設 さ れ 、 側 板 １ ５ 、 １ ６ に 設 け ら れ た 掛 止 孔 １ ５
ａ 、 １ ６ 内 に 係 止 す る よ う に さ れ て い る 。
【 手 続 補 正 ３ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ １ ６
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ １ ６ 】
　 こ の 接 続 端 子 に お い て は 、 特 に 可 動 接 触 片 １ ８ の 自 由 端 １ ８ ｅ が 、 図 ２ の 一 点 鎖 線 で 示
す よ う に 、 上 片 １ ８ ａ の 基 部 の 取 付 孔 １ ８ ｄ に 嵌 合 可 能 と さ れ て い る た め 、 図 ３ に 示 す よ
う に 相 手 側 の 挿 込 接 続 端 子 の 平 刃 状 接 続 端 Ｔ が 可 動 接 触 片 １ ８ の 板 ば ね 状 の 接 点 部 １ ８ ｃ
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と 底 板 １ ４ の 接 触 部 １ ４ ａ の 間 に 挿 入 さ れ て 嵌 合 す る 際 に 、 挿 込 接 続 端 子 か ら 可 動 接 触 片
１ ８ を 押 し 上 げ 力 が 加 わ る と 、 自 由 端 １ ８ ｅ は 取 付 孔 １ ８ の 間 に 嵌 入 さ れ 、 自 由 端 １ ８
ｅ の 位 置 が 固 定 さ れ 、 下 片 １ ７ ｂ は 前 後 方 向 に 移 動 す る こ と は な い 。
【 手 続 補 正 ４ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 図 面
【 補 正 対 象 項 目 名 】 図 １
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 図 １ 】
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